
 

 

 

 

 

 

 

2022 年度６月号 社会福祉法人 尚徳福祉会 保育園川崎ベアーズ  

 

 紫陽花の花が少しずつ色づき始め、梅雨の訪れを感じる季節となりました。雨が多くうっとうしいような季節もカタツム

リをたくさんみつけたり、木々の変化に気づいたり子どもたちは季節を楽しんでいます。雨の晴れ間はできるだけ戸外で

遊び、雨の日もまた体調管理に気をつけながら室内で楽しく過ごしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぞうぐみだより 

～そら豆～ 

きりん組の時から育てているそら豆が大きく

天に向かってのびてきました。みんなで収穫

すると２６個もとれました。触ってみると「くさ

い」と言っていたのに、さやをむいて豆をとり

だすと、さやの中が「ふわふわだ」「豆おしり

みたい！」と笑っています。「豆３つもある」な

ど発見もありました。そこで、絵の具でそら豆

を画用紙いっぱいに描きました。描き出すと

楽しくなって「もっと描く」と次々言い出し 3 枚

も描く子もたくさんいました。翌日、色画用紙

に自分で豆の形を描いて切り抜きました。

「えっ自分で描くの？」と言いながらもそら豆

をよく見ながら描いていました。丸いそら豆、

細長いそら豆とみんな違っていました。それ

を糊で貼り、絵を描きたい子は顔や手足な

ど好きなように描きました。「これはね、家族

なんだよ」とファミリーそら豆になった子もい

ました。プランターから素敵な作品ができま

した。また、野菜や花などたくさん観察してい           

きたいです。 

 

～植栽と種まき～ 

毎年、年長児が植えているひまわりの種を 2 種類、

今年はみんなが蒔きました。種の違いにも気づいて

「こっちの方が大きいね」と高くなる種を触っていまし

た。そして、野菜は子どもたちのリクエストのきゅうり、も

う１つは綿花の種を蒔きました。綿花がどんなふうに

育つのか観察しながら、できたら制作にも使いたいな

と思っていますがどうなるでしょう。お楽しみです。 

今月の歌「あめふりくまのこ」  

１ おやまに あめが ふりました 

あとから あとから ふってきて 

ちょろちょろ おがわが できました 

２ いたずら くまのこ かけてきて 

  そうっと のぞいて みてました 

  さかなが いるかと みてました 

３ なんにも いないと くまのこは 

  おみずを ひとくち のみました 

  おててで すくって のみました 

４ それでも どこかに いるようで 

  もいちど のぞいて みてました 

  さかなを まちまち みてました 

５ なかなか やまない あめでした 

  かさでも かぶって いましょうと 

  あたまに はっぱを のせました 


